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第97号
令和５年

９月１日
編集 広報部会

　
全
世
代
が
集
え
る
場
所
で
す
。
開
所
７
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
令
和
３
年
冬
か
ら
徐
々
に
活
動
を
再
開

し
て
き
ま
し
た
。
現
在
の
活
動
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　
詳
細
は「
ぶ
ら
っ
と
上
溝
」の
行
事
予
定（※

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
中
島
・
金
光
）

※

公
民
館
等
に
チ
ラ
シ
等
が
あ
り
ま
す
。
地
域
情
報
誌
等
に
情
報
掲
載
し
て
い
ま
す
。

上溝地区社会福祉協議会事務局　平日午前 9時から午後 5時
住所：相模原市中央区上溝 7-7-17（上溝まちづくりセンター内）電話：042-703-9390　FAX：042-761-1249

お問い合せ先

市社会福祉協議会マスコット
キャラクター　にこまる

お
出
か
け
く
だ
さ
い

水・金曜日　9:45
～ 12:30

健康マージャン

にぎやかに、真剣に

第１火曜日　13:30 ～ 14:30

折り紙教室（要予約）
手を動かし、心も動きます

第１土曜日・第３火曜日　13:30 ～
骨盤を整える体操教室（要予約）

からだのゆがみを整えます

第３土曜日　10:00 ～ 12:00

だがし屋さん（有料）
わくわく！ゲームもあるよ

第３金曜日　10:30 ～ 11:30
おやこサロン

保育士と親子が自由に過ごせる交流の場

第１火曜日　10:00 ～ 12:00
健康メイト

上溝かるた等で介護予防
第３火曜日　10:00 ～ 11:30
絵手紙教室（有料）

モチーフを見つめ、楽しく描く

第３月曜日　14:00 ～　
弁護士無料相談（要予約）

毎週月曜日　10:00 ～ 12:00
上溝ボランティアセンター（受付）相談

健康 趣味

子育て

火曜日の
「かふぇみぞ」と

「ぶらっと上溝演芸会」の
情報は４面

「ぶらっと上溝」の住所：相模原市中央区上溝6-2-16（上溝高校前）



97号（2）かみみぞ の福祉

　上溝地区社協では、５つの部会と１つの運営委員会、２つの実行委員会に分かれて、地域の皆さんと協議し
ながら、地区の福祉に関わる活動を行なっております。
　各部会等の今年度の活動内容をご紹介します！

上溝地区社会福祉協議会の主な事業の紹介令和５年度

企画啓発部会
　地域の実態把握や事業の企画
及び立案を行っています。
　今年度は上溝ふくしまつりと上
溝地区敬老事業、福祉講座（10
月頃開催予定）の企画・検討を
おこなっていきます。
　他の部会・委員会での課題解
決や目標を実現できるように話
し合いを重ねていきます。

広報部会
　地域住民に社会福祉の理解を
深めるための広報及び啓発を
行っています。　
……………………………………

・広報紙「かみみぞの福祉」発行
　年２回（９月・３月）
・情報紙「かみふくニュース」
　及びポスター発行（随時）
・その他啓発活動　

福祉施設部会
　地区内福祉施設との連携及び
交流事業の推進を行っており、
高齢者・障がい者・児童福祉施
設を対象に福祉施設連絡会を開
催、福祉施設従事者に役立つ勉
強会を行っています。
　今年度は福祉施設の交流会
（10月）と研修会（2月）の開催
を予定しています。

サロン活動部会
　ふれあい・いきいきサロン
（高齢者、障がい者）、子育てサ
ロンの組織化及び連携とサロン
活動の推進、支援及び情報交換
を行っています。
　今年度は各サロンの活動状況
の確認やサロンを実施する方と
参加する方への情報提供をしつ
つ、皆様が生き生き生活できる
ご提案をしていきます。

交流の家（ぶらっと上溝）
運営部会

　「ぶらっと上溝」の事業企画及
び運営管理を行っています。
　現在「ぶらっと上溝」では「弁
護士無料相談」や「絵手紙教室」、
「かふぇみぞ」など10の活動を
実施しています。
　今後の事業内容の充実に向け
て検討していきます。

　上溝地区社会福祉協議会の財源は、市社会福祉協議会からの補助金
や日赤・共同募金からの交付金等のほか、地域の皆さんにご協力いた
だいた福祉募金や賛助会費の配分金等で成り立っています。

 収入 福祉募金 他
966,689円
福祉募金 他
966,689円
福祉募金 他
966,689円

賛助会費配分金
789,311円

賛助会費配分金
789,311円

補助金・交付金
764,000円

補助金・交付金
764,000円

令
和
５
年
度

上
溝
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

上
溝
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
前
会
長

退
任
に
あ
た
っ
て

会

　長
永
野
　
堅
次（
有
識
者
）

副
会
長

亀
﨑
　
　
武（
自
治
会
連
合
会
）

飯
塚
　
芳
雄（
有
識
者
）

桑
水
流
良
光（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
）

会

　計
倉
橋
　
強
治（
自
治
会
連
合
会
）

廣
田
　
悦
子（
ま
る
さ
き
ラ
ン
ド
）

庶

　務
清
水
　
洋
子（
児
童
福
祉
施
設
）

吉
田
　
勝
文（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
）

監

　査
根
岸
　
利
昌（
公
民
館
）

顧

　問
磯
　
　
隆
司（
有
識
者
）

理

　事
雫
　
　
幸
一（
有
識
者
）

永
山
　
一
雄（
有
識
者
）

小
林
　
充
明（
自
治
会
連
合
会
）

加
藤
千
鶴
子（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
）

入
江
　
建
夫（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
）

金
光
み
ど
り（
上
溝
地
区
子
連
）

鈴
木
　
崇
之（
商
店
街
振
興
組
合
）

佐
藤
　
浩
史（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

金
田
菜
津
美（
上
溝
小
学
校
P
T
A
）

遠
藤
　
靖
明（
上
溝
南
小
学
校
P
T
A
）

服
部
　
啓
子（
上
溝
中
学
校
P
T
A
）

高
橋
　
実
帆（
上
溝
南
中
学
校
P
T
A
）

佐
藤
　
和
夫（
高
齢
者
福
祉
施
設
）

金
成
　
孝
悟（
障
が
い
者
福
祉
施
設
）

古
木
　
太
一（
し
ぶ
が
き
）

迫
　
加
津
旺（
グ
ル
メ
の
会
）

石
井
　
貞
彦（
上
溝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

中
島
　
今
子（
福
祉
活
動
経
験
者
）

監
査
の
清
水 

宏（
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）様
は

令
和
５
年
７
月
24
日
に
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

役
員
・
理
事
紹
介
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
こ
の
度
、
14
年
間
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
会
長
を

退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
前
任
者
が
地
区
社
協
の
あ
る
べ
き
姿
を
探
求
さ
れ
、

素
晴
ら
し
い
組
織
事
業
体
を
作
ら
れ
、
そ
れ
を
踏
襲
し

て
き
ま
し
た
が
、
改
め
て
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
中

央
区
の
イ
ベ
ン
ト
コ
ン
ク
ー
ル
で
福
祉
健
康
部
門
の
大

賞
を
受
賞
し
た
「
上
溝
ふ
く
し
ま
つ
り
」、
往
年
の
人

気
演
歌
歌
手
を
招
い
て
の
「
上
溝
敬
老
会
」、
昔
懐
か

し
い
「
流
し
そ
う
め
ん
」
や
「
お
芋
フ
ェ
ス
タ
」
さ
ら

に
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
事
業
と
し
て
開
設
し
た「
ぶ

ら
っ
と
上
溝
」
そ
し
て
、最
大
の
事
業
と
な
り
ま
し
た
、

地
区
社
協
全
国
初
の
創
立
70
周
年
記
念
式
典
の
開
催
。

　
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
開
設
し
た
「
上
溝
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
、
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
笑
顔
と
感
動
の
出
会
い
に
私
に
と
っ

て
は
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
ひ
と
え
に
、
こ
れ
ら
数
々
の
事
業
が
円
滑
に
推
進
で

き
た
の
も
、
自
治
会
連
合
会
、
民
児
協
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

そ
し
て
、
多
く
の
団
体
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の

皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
も
の

で
あ
り
、
改
め
て
心
か
ら
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

　
素
晴
ら
し
い
後
任
者
に
恵
ま
れ
次
に
繋
げ
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今年度は、令和５年11月５日㈰に
開催される予定です。

今年度の対象者には敬老お祝い
品を９月から民生委員・児童委員
がお届けいたします。

支出
事業費

818,000円
事業費

818,000円

団体助成金・
ボランティアグループ育成費

430,000円

団体助成金・
ボランティアグループ育成費

430,000円
福祉コミュニティ

形成事業
400,000円

福祉コミュニティ
形成事業

400,000円

事務費・会議費
370,000円

事務費・会議費
370,000円

敬老事業 150,000円敬老事業 150,000円

その他 302,000円その他 302,000円その他 302,000円

さくらまつり実行委員会
50,000円
さくらまつり実行委員会
50,000円
さくらまつり実行委員会
50,000円

ボランティアセンター運営委員会
　これまでボランティア部会とボ
ランティアセンター運営委員会
で行われてきた体制を、今年度
からはボランティアセンター運営
委員会として再編成されました。
　毎週月曜日の10時～ 12時まで
「上溝ボランティアセンター」（「ぶ
らっと上溝」内）でお困りごとの
相談受付を行っており、ボラン
ティアが対応しています。
（連絡先：042-810-7050）

　磯

　
　隆
司

予算 2,520,000 円第８回上溝ふくしまつり
実行委員会

上溝地区敬老事業
実行委員会

　
こ
の
度
、
磯
隆
司
前
会
長
の
後
を
受
け
、
上
溝

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
永
野
堅
次
と
申
し
ま
す
。

　
昨
年
度
は
昭
和
27
年
に
全
国
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
の
先
駆
け
と
し
て
発
足
し
た
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
の
創
立
70
周
年
記
念
事
業
実
施
の
た
め
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
し
た
が
地
区
内
外
の
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
て
挙
行
出
来

ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
数
年
は
、
コ
ロ
ナ
の
全
国
蔓
延
に
70
周
年

記
念
事
業
へ
の
勢
力
集
中
も
重
な
り
、
地
区
事
業

も
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
今
で
は
コ
ロ
ナ
も
第
５
類
へ
移
行
と

な
り
全
国
で
も
各
種
事
業
が
復
活
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
２
年
に
１
回
の
役
員
の
一
斉
改
選
の

年
で
あ
り
、
新
た
に
会
員
と
な
ら
れ
た
方
も
大
勢

お
ら
れ
る
と
共
に
、
事
務
局
職
員
３
名
も
一
斉
に

異
動
さ
れ
る
と
い
う
稀
有
な
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な

り
ま
し
た
。

　
地
区
自
治
会
連
合
会
や
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
等
各
種
団
体
と
の
連
携
を
深
め
、
ご
協
力
を

頂
き
な
が
ら
会
員
各
自
が
無
理
を
し
な
い
範
囲

で
、
楽
し
み
な
が
ら
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

上
溝
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

就
任
あ
い
さ
つ

永
野

　堅
次

磯
前
会
長
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
の
長

年
の
功
績
に
よ
り
、
令
和
五
年
度
、
藍
綬
褒
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た



 （3）令和５年９月１日 かみみぞ の福祉

　上溝地区社協では、５つの部会と１つの運営委員会、２つの実行委員会に分かれて、地域の皆さんと協議し
ながら、地区の福祉に関わる活動を行なっております。
　各部会等の今年度の活動内容をご紹介します！

上溝地区社会福祉協議会の主な事業の紹介令和５年度

企画啓発部会
　地域の実態把握や事業の企画
及び立案を行っています。
　今年度は上溝ふくしまつりと上
溝地区敬老事業、福祉講座（10
月頃開催予定）の企画・検討を
おこなっていきます。
　他の部会・委員会での課題解
決や目標を実現できるように話
し合いを重ねていきます。

広報部会
　地域住民に社会福祉の理解を
深めるための広報及び啓発を
行っています。　
……………………………………

・広報紙「かみみぞの福祉」発行
　年２回（９月・３月）
・情報紙「かみふくニュース」
　及びポスター発行（随時）
・その他啓発活動　

福祉施設部会
　地区内福祉施設との連携及び
交流事業の推進を行っており、
高齢者・障がい者・児童福祉施
設を対象に福祉施設連絡会を開
催、福祉施設従事者に役立つ勉
強会を行っています。
　今年度は福祉施設の交流会
（10月）と研修会（2月）の開催
を予定しています。

サロン活動部会
　ふれあい・いきいきサロン
（高齢者、障がい者）、子育てサ
ロンの組織化及び連携とサロン
活動の推進、支援及び情報交換
を行っています。
　今年度は各サロンの活動状況
の確認やサロンを実施する方と
参加する方への情報提供をしつ
つ、皆様が生き生き生活できる
ご提案をしていきます。

交流の家（ぶらっと上溝）
運営部会

　「ぶらっと上溝」の事業企画及
び運営管理を行っています。
　現在「ぶらっと上溝」では「弁
護士無料相談」や「絵手紙教室」、
「かふぇみぞ」など10の活動を
実施しています。
　今後の事業内容の充実に向け
て検討していきます。

　上溝地区社会福祉協議会の財源は、市社会福祉協議会からの補助金
や日赤・共同募金からの交付金等のほか、地域の皆さんにご協力いた
だいた福祉募金や賛助会費の配分金等で成り立っています。

 収入 福祉募金 他
966,689円
福祉募金 他
966,689円
福祉募金 他
966,689円

賛助会費配分金
789,311円

賛助会費配分金
789,311円

補助金・交付金
764,000円

補助金・交付金
764,000円
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連
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清
水
　
洋
子（
児
童
福
祉
施
設
）

吉
田
　
勝
文（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
）

監

　査
根
岸
　
利
昌（
公
民
館
）

顧

　問
磯
　
　
隆
司（
有
識
者
）

理

　事
雫
　
　
幸
一（
有
識
者
）

永
山
　
一
雄（
有
識
者
）

小
林
　
充
明（
自
治
会
連
合
会
）

加
藤
千
鶴
子（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
）

入
江
　
建
夫（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
）

金
光
み
ど
り（
上
溝
地
区
子
連
）

鈴
木
　
崇
之（
商
店
街
振
興
組
合
）

佐
藤
　
浩
史（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

金
田
菜
津
美（
上
溝
小
学
校
P
T
A
）

遠
藤
　
靖
明（
上
溝
南
小
学
校
P
T
A
）

服
部
　
啓
子（
上
溝
中
学
校
P
T
A
）

高
橋
　
実
帆（
上
溝
南
中
学
校
P
T
A
）

佐
藤
　
和
夫（
高
齢
者
福
祉
施
設
）

金
成
　
孝
悟（
障
が
い
者
福
祉
施
設
）

古
木
　
太
一（
し
ぶ
が
き
）

迫
　
加
津
旺（
グ
ル
メ
の
会
）

石
井
　
貞
彦（
上
溝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

中
島
　
今
子（
福
祉
活
動
経
験
者
）

監
査
の
清
水 

宏（
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）様
は

令
和
５
年
７
月
24
日
に
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

役
員
・
理
事
紹
介
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
こ
の
度
、
14
年
間
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
会
長
を

退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
前
任
者
が
地
区
社
協
の
あ
る
べ
き
姿
を
探
求
さ
れ
、

素
晴
ら
し
い
組
織
事
業
体
を
作
ら
れ
、
そ
れ
を
踏
襲
し

て
き
ま
し
た
が
、
改
め
て
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
中

央
区
の
イ
ベ
ン
ト
コ
ン
ク
ー
ル
で
福
祉
健
康
部
門
の
大

賞
を
受
賞
し
た
「
上
溝
ふ
く
し
ま
つ
り
」、
往
年
の
人

気
演
歌
歌
手
を
招
い
て
の
「
上
溝
敬
老
会
」、
昔
懐
か

し
い
「
流
し
そ
う
め
ん
」
や
「
お
芋
フ
ェ
ス
タ
」
さ
ら

に
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
事
業
と
し
て
開
設
し
た「
ぶ

ら
っ
と
上
溝
」
そ
し
て
、最
大
の
事
業
と
な
り
ま
し
た
、

地
区
社
協
全
国
初
の
創
立
70
周
年
記
念
式
典
の
開
催
。

　
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
開
設
し
た
「
上
溝
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
、
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
笑
顔
と
感
動
の
出
会
い
に
私
に
と
っ

て
は
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
ひ
と
え
に
、
こ
れ
ら
数
々
の
事
業
が
円
滑
に
推
進
で

き
た
の
も
、
自
治
会
連
合
会
、
民
児
協
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

そ
し
て
、
多
く
の
団
体
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の

皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
も
の

で
あ
り
、
改
め
て
心
か
ら
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

　
素
晴
ら
し
い
後
任
者
に
恵
ま
れ
次
に
繋
げ
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今年度は、令和５年11月５日㈰に
開催される予定です。

今年度の対象者には敬老お祝い
品を９月から民生委員・児童委員
がお届けいたします。

支出
事業費

818,000円
事業費

818,000円

団体助成金・
ボランティアグループ育成費

430,000円

団体助成金・
ボランティアグループ育成費

430,000円
福祉コミュニティ

形成事業
400,000円

福祉コミュニティ
形成事業

400,000円

事務費・会議費
370,000円

事務費・会議費
370,000円

敬老事業 150,000円敬老事業 150,000円

その他 302,000円その他 302,000円その他 302,000円

さくらまつり実行委員会
50,000円
さくらまつり実行委員会
50,000円
さくらまつり実行委員会
50,000円

ボランティアセンター運営委員会
　これまでボランティア部会とボ
ランティアセンター運営委員会
で行われてきた体制を、今年度
からはボランティアセンター運営
委員会として再編成されました。
　毎週月曜日の10時～ 12時まで
「上溝ボランティアセンター」（「ぶ
らっと上溝」内）でお困りごとの
相談受付を行っており、ボラン
ティアが対応しています。
（連絡先：042-810-7050）

　磯

　
　隆
司

予算 2,520,000 円第８回上溝ふくしまつり
実行委員会

上溝地区敬老事業
実行委員会

　
こ
の
度
、
磯
隆
司
前
会
長
の
後
を
受
け
、
上
溝

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
永
野
堅
次
と
申
し
ま
す
。

　
昨
年
度
は
昭
和
27
年
に
全
国
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
の
先
駆
け
と
し
て
発
足
し
た
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
の
創
立
70
周
年
記
念
事
業
実
施
の
た
め
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
し
た
が
地
区
内
外
の
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
て
挙
行
出
来

ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
数
年
は
、
コ
ロ
ナ
の
全
国
蔓
延
に
70
周
年

記
念
事
業
へ
の
勢
力
集
中
も
重
な
り
、
地
区
事
業

も
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
今
で
は
コ
ロ
ナ
も
第
５
類
へ
移
行
と

な
り
全
国
で
も
各
種
事
業
が
復
活
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
２
年
に
１
回
の
役
員
の
一
斉
改
選
の

年
で
あ
り
、
新
た
に
会
員
と
な
ら
れ
た
方
も
大
勢

お
ら
れ
る
と
共
に
、
事
務
局
職
員
３
名
も
一
斉
に

異
動
さ
れ
る
と
い
う
稀
有
な
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な

り
ま
し
た
。

　
地
区
自
治
会
連
合
会
や
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
等
各
種
団
体
と
の
連
携
を
深
め
、
ご
協
力
を

頂
き
な
が
ら
会
員
各
自
が
無
理
を
し
な
い
範
囲

で
、
楽
し
み
な
が
ら
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

上
溝
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

就
任
あ
い
さ
つ

永
野

　堅
次

磯
前
会
長
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
の
長

年
の
功
績
に
よ
り
、
令
和
五
年
度
、
藍
綬
褒
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
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「
え
～
！
こ
こ
に
名
前
書
く
の
」
視
野

が
ゴ
ー
グ
ル
で
狭
く
な
る
体
験
中
の
高

校
生
の
声
で
す
。
去
る
7
月
20
日
上
溝

高
校
福
祉
委
員
会
の
3
年
生
12
名
が

「
ぶ
ら
っ
と
上
溝
」
を
会
場
に
、
高
齢
者

疑
似
体
験
学
習
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
疑
似
体
験
は
一
般
的
に
は
広
い
場
所

な
ど
で
行
な
う
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
普
通
の
家
の
中
で
の
体
験
は
生
活

感
が
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　
上
溝
高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
は
月
に

一
度
の
「
だ
が

し
屋
さ
ん
」
に

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
協
力

し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
ど

の
活
動
も
楽
し

ん
で
参
加
し
て

い
る
姿
に
頼
も

し
さ
と
素
晴
ら

し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

（
中
島
・
服
部
）

ふ れ あ い
さ
さ
え
あ
い

　
「
ぶ
ら
っ
と
上
溝
」で
は
、
毎
週
火
曜
日
午
前

10
時
半
か
ら
午
後
２
時
半
ま
で「
か
ふ
ぇ
み
ぞ
」

が
開
か
れ
て
、
皆
さ
ん
が
挽
き
た
て
の
コ
ー

ヒ
ー
（
１
０
０
円
）
を
飲
み
な
が
ら
談
笑
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
月
に
一
度
、
第
４
火
曜
日
は
ひ

と
き
わ
大
き
な
笑
い
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
佐
々
木
正
雄
さ
ん(
84)

と
中
澤
世

紀
さ
ん(

83)

主
催
の
「
ぶ
ら
っ
と
上
溝
演
芸
会
」

で
す
。
手
品
・
漫
談
・
落
語
・
腹
話
術
な
ど
、

多
彩
な
芸
で
皆
さ
ん
に
笑
顔
を
届
け
て
く
れ
る

お
二
人
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

●
こ
の
演
芸
会
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い

　
定
年
退
職
後
、
何
か
自
分
な
り
に
社
会
と
つ

な
が
り
を
持
て
な
い
か
考
え
て
い
ま
し
た
。
手

品
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
お
り
、
そ
の
縁
か
ら

声
を
か
け
て
も
ら
い
一
念
発
起
し
ま
し
た
。

●
良
か
っ
た
こ
と
は

　
何
を
披
露
す
る
か
、
考
え
る
こ
と
が
頭
の
体

操
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
月
の
会
を
終
え
る

と
、
す
ぐ
来
月
の
内
容
を
考
え
準
備
を
始
め
て

い
る
か
ら
で
す
。
あ
と
は
皆
に
笑
顔
を
届
け
る

た
め
に
、
自
分
自
身
が
元
気
で
な
け
れ
ば
と
思

い
、
健
康
に
気
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
す
。
ラ
ジ
オ
体
操
や
毎
日
、
体
温
測
定
を
し

て
自
分
の
体
調
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

●
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

　
観
客
の
皆
さ
ん
と
や
り
と
り
を
す
る
こ
と
を

大
事
に
し
て
い
ま
す
。
表
情
を
見
た
り
、
会
話

を
す
る
こ
と
で
す
ね
。
そ
し
て
お
題
を
考
え
る

時
に
頭
を
つ
か
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
今
回
も
満
員
の
客
席
の
皆
さ
ん
は
手
品
に
驚

き
、
軽
妙
な
話
芸
に
は
大
笑
い
。
会
場
が
一
体

と
な
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。終
了
後
、

観
客
の
方
に
お
話
を
伺
う
と
、「
月
に
一
度
の

こ
の
日
を
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
る
。」「
誘
わ

れ
て
来
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
ま
た

来
た
い
。」「
面
白
い
！
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。」

と
笑
顔
で
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
『
家
の
中
で
孤
立
し
て
い
る
方
た
ち
を
こ
こ

に
誘
い
出
し
た
い
』
と
の
お
二
人
の
思
い
が
、

た
く
さ
ん
の
笑
顔
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

（
永
山
・
服
部
）

「
か
ふ
ぇ
み
ぞ
」と「
ぶ
ら
っ
と
上
溝
演
芸
会
」を
紹
介
し
ま
す
！

 

―
編
集
後
記 

―
　

　
待
ち
に
待
っ
た
「
上
溝

夏
祭
り
」
が
四
年
ぶ
り
に

盛
大
に
開
催
。

　
上
溝
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
も
「
創
立
70
周
年
記

念
事
業
」
を
終
え
て
、
磯

会
長
か
ら
永
野
会
長
に
リ

レ
ー
。

　
ま
た
、
事
務
局
職
員
3

人
全
員
が
新
顔
に
。

　
新
た
な
歩
み
が
力
強
く

始
ま
り
ま
し
た
。

　
上
溝
地
区
が
さ
ら
に
明

る
く
住
み
よ
い
街
と
な
り

ま
す
よ
う
、
紙
面
を
通
し

て
上
溝
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
の
各
種
の
活
動
を
お

知
ら
せ
し
、
大
勢
の
皆
さ

ん
の
ご
支
援
、
ご
協
力
、

ご
参
加
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
永
山
）

令
和
５
年
度

広
報
部
会
員

部
会
長

　
永
山
　
一
雄

副
部
会
長

　
中
島
　
今
子

部
会
員

　
鈴
木
　
富
和

　
金
光
み
ど
り

　
遠
藤
　
靖
明

　
服
部
　
啓
子

福祉募金（９月～11月実施）ご協力のお願い
　自治会のご協力により、皆様のご家庭に募金箱を回させて
いただきます。今年もご協力をお願いします。

令和５年度職員紹介
令和５年４月から地区担当
が田口雅子（中央）、地域福
祉推進員が小塙和宏（右）、
地域福祉支援員が小泉亜紀
（左）になりました。よろし
くお願いいたします。

日本赤十字会員増強運動（令和５年度実績）
923,610円

ご協力ありがとうございました。

「かふぇみぞ」
の塩田さんと
ボランティア
の 皆 さんが
サイフォンで
コーヒーを淹
れます。
香り高い珈琲
です。

塩田信子さん

佐々木正雄さん

中澤世紀さん

重りやゴーグルを着けて準備をします

「
ぶ
ら
っ
と
上
溝
」
で
の

上
溝
高
等
学
校
福
祉
委
員
会

の
高
齢
者
疑
似
体
験


